
；長 三陽不動産（紛

“お客様第」”
を基本姿勢として

不動産取引の幅広いニ ーズに即応
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伊丹市を拠点として、 兵庫・大阪・京都・滋賀など

関同エリアを舞台に不動産売買を手掛ける f三陽不

動産』。 昨年同社を立ち上げた三本社長は、 長年の

業界経験で蓄積された専門的ノウハウを活かして、

顧客に寄り添う親身なサポ ー トで最適な物件を案内

している。 本日は社長のもとをタレントの板東英二

氏が訪問し、 インタビュ ー 。 変転激しき時代に産声

を上げた、 若き会社と社長の横顔に迫る。

1 不動産会社の営業職にで耐を積み
事事らせた独立心を成就せんと起業

板東 f二陽不動m'U さんは 、 スタ ー ト
間もないと開いて参りました。早速です
が、六木社長の歩みから。
三木 香川県高松市で生まれ、すぐに大
阪の豊中に移り住みました。父が’j:j-輩，fi
E塁を常んでいたこともあり、断売という
ものを身近に感じて脊ったと言えます。
大学3凶生のl待に、 中国上海に語学留学。
中図をフィ ー Jレドにした仕事に携わりた

いと考えていましたが、結果的にそうし
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た仕事に就くことはありませんでした。
板東 では 、 最初はどういったお仕事を
されていたので？
三木 先述の通＇？ 、 元々は中悶関係の仕
事を志していたこともあり、そのための
必須条件とされていた正場勤務経験を積
むべく 、 六甲にある製築工場で少々｛助き
ました。ただ 、 閉鎖的なさを聞で黙々と作
業する業務形態がどうにも自分に合わ
ず 、 別のー道を模索。それから、不動産会
社に転身して営業殺をメインに10年ほ
ど歩みました。
板東 なるほど、 それが今Iこつながって

隊機しながら充実した勤務生活を送れた
と今も思っています。最初の会社は賃貸
業のみで 、 その後移った別の会社で売貸
業も経験。不動産の基礎から専門的な部
分まで、 幅広く勉強させていただきまし
た。やがて会社の事業規模が徐々に広が
り、 組織の方針が変化していくに迷れ、

私自身にも独立心が芽生えてきまして
ね。それなりのポストに就かせていただ
いていましたが、 を；を決して独立に踏み
切り、 当社を設立したのがつい昨年のこ
とです。

板東 勝負に出られたわけですね。

いったわけですね。お会いしたばかりで ｜ 三木 はい。 当然ながら不安もありまし
すが、 社長のお話しぶりは確かに営業に ｜ たが、 たとえ失敗しても自分自身が選ん
適していますね。しゃべり好きの私が保 I だ道だから 、 全ては自分の責任一一そう
証しますよ。 ｜ 考えると寧ろ気持ちが衆になって、前向
三木 ありがとうございます（笑）。 維 ｜ きに怠識を運べるようになりました。
かに、 こちらの仕事は打って会わって楽 ｜ 板東 男らしいですね。経営というのは
しく取り組めましたし、同僚たちと切般 ｜ そのぐらいの安勢で臨むべきですよ。

升作 γ ilic '111r；�rvirw 板東英二
「穏やかでいて、 較検な語りロが好印象を与える三木社長。対畿でも2言わせていただきましたが、

宣言語長にぴったりのお人柄です J:c勤務時代から、 やり甲斐を持って積極的に取り組んでこられ
たのでしょう。お話の内容から 、 仕事への自信や熱意のほどが感じ取れました。これからも鐘
実な前進を重ねて、 ご自身が思い捲く仕事を追求し続けて下さいJ


